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1第 3章 簡単な立体フレームを作成しよう 
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本章では、簡単な立体フレームを用いて、解析データ作成法を復習

する。さらに、モデルを作成していく上で非常に有効な各種の機能に

ついて学習する。前章と同様、CAD によってデータ入力の演習を行う

が、既に説明を行った操作法については、前章を参照することとし、

ここでは簡単に解説するに留める。また、新たに出現する各種の機能、

例えば、連動表示や各種のチェックなどについては、その意味と使用

方法を詳細に解説し、演習を通して理解を深めていくことにする。 

ここで使用する演習用の立体フレームが図 3-1-1 に示されており、

このモデルを用いて静的解析を行うことにする。簡単なモデルなので

データ入力は容易であろう。 

 

第 3章 簡単な立体フレームを作成しよう 

3.1 はじめに 

図 3-1-1 演習用解析モデル 

使用部材断面は SM400 とし、 

柱 ：□-400×400×12 

はり；H-400×200×8×13 

の 2 種とする。 
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SPACE システムを利用するには、最初にコントロールファイルを作

成する必要がある。無論、モデラーを使用するためにもコントロール

ファイルが必要であり、最初に作成することになる。その後、各種の

初期設定を行わなければならず、その手続きについて簡単に復習しよ

う。詳細は、SPACE のリファレンスマニュアルを参照されたい。 

コントロールファイルの作成は、まず、SPACE を起動した後、メニ

ューの[ファイル]－[新規作成]を選択するか、ツールバーにある新規

作成チップ＊１を押すことから始まる。 

 
 

 
コントロールファイルが作成

された後、静的解析やプレゼンテ

ーションに関する各種のパラメ

ータを設定しなければならない。

最初に、解析モデルに関するファ

イル名を設定する。メニューの

[I/O データ]－[ファイルの入出

力チェック]－[形状ファイル]を

選択し、図 3-2-2 に示すダイアロ

グで、次に示すファイル名と読み

込み・書き込み可能チェックを設

定する。 

ここで行う演習では、以後の設

定全てについて、デフォルトのま

まとしよう。 
 
 
 
 
 
 

3.2 SPACE 使用の

ための初期設定

図 3-2-1「新規作成」メニュー

*1 

図 3-2-2「形状データのファイルチェック」ダイアログ 
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   １）構造データファイル 
   ２）特殊データファイル 
   ３）静的荷重ファイル 
 
上記のファイルの内容はモデラーを用いて作成することになる。 
 次に設定しなければならないファイル名は、メニューの[I/O デー

タ]－[ファイルの入出力チェック]－[プレゼンテーションコントロ

ールファイル]を選択し、図 3-2-3 に示すダイアログで、次に示すフ

ァイル名と読み込み・書き込み可能にチェックマークを設定する。 

 

１）パースペクティブコントロールファイル 

２）インフォメーション用データファイル 

 
 

 
 

 
次は、メニューの[I/O データ]－[ファイルの入出力チェック]－[静

的解析コントロールファイル]を選択し、図 3-2-4 のダイアログで、

静的解析コントロールファイルに関するファイル名などを設定する。 
 

 
 

図 3-2-3「プレゼンテーションコントロールファイル」ダイアログ 

図 3-2-4「静的解析コントロールファイル」ダイアログ 
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１）静的解析コントロールデータファイル 
２）座屈コントロールデータファイル 
３）出力コントロールファイル 
 

 ファイル名設定の最後は、静的解析の結果を保存するファイル群であ

る。メニューの[I/O データ]－[ファイルの入出力チェック]－[静的解

析結果出力ファイル]を選択し、図 3-2-5 のダイアログで、静的解析コ

ントロールファイルに関するファイル名などを設定する。 

ここでは、ダイアログ内で多くのファイルに関するファイル名の設

定と読み込み可能・書き込み可能にチェックマークを付ける。先に述

べたように、この演習では、ファイル名として、デフォルト名称をそ

のまま利用することにしよう。 

 
次はファイルの内容を設定する。まず、メニューの[I/O データ]－

[3D アニメーション用データ]を選択し、図 3-2-6 のダイアログで、透

視図表示のためのパラメータを設定する。この、3D アニメーションデ

ータは、このモデラーでも使用しているため、必ず設定しておかなけ

ればならない。演習では、ダイアログに示されている値をセットしよ

う。特に、図形の原点移動は「中央」を選択する。 

図 3-2-5「静的解析

の結果ファイル」ダ

イアログ
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次に示す他の静的解析を制御するパラメータは、SPACE のリファレ

ンスマニュアルを参照し、設定されたい。なお、インフォメーション

用データファイルは、モデラーで自動的に設定される。 
 

１）静的解析コントロールデータ 

２）座屈解析コントロールデータ 

 
 
これで、SPACE を使用するための初期設定は終了である。次は、モ

デラーを起動し、立体フレームの解析モデルを作成しよう。 
 
 
前節までで、制御用ファイルを設定した。後は、モデラーを用いて、

解析モデルを作成する。まず、モデラーを起動する。モデラーの起動は

メニューから[モデラー]－[骨組モデル]－[新規作成]を選択すること

で行う。あるいは、ツールバー上のモデラーの起動ツールチップ*２から

も、モデラーを立ち上げることができる(図 3-3-1)。 

図 3-2-6「パースペ

クティブコント

ロールデータ」

ダイアログ

3.3 モデラーの

起動

*2  
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新規作成の場合、ウィザード形式でモデル作成に必要な初期設定が実

行される。これについては、前節で解説と演習を行った。ここでは、初

期設定について簡潔に説明を行う。読者は、ここで復習することで、さ

らに理解を深めていこう。 

最初に、モデラーが立ち上がると、図 3-4-1 に示す構造物のタイトル

設定ダイアログが表示される。ここでは、構造データファイルの先頭に

書かれるコメントを設定することになる。 

 

 
 
 
タイトルを設定し、「OK」ボタンを押すことでこのダイアログでの設定

図 3-3-1 「モデラー新規作成」メニュー 

3.4 システムパラ

メータの設定

3.4.1 構造ファイ

ルのタイトル

最初に、内容変更ボタンを押す。次

に、タイトル行数を入力する。ここ

では、8行以内に制限されている。

タイトル行数を設定し終えると、そ

の行数分、タイトルが入力可能状態

となる。この入力域にデータを入力

し、OK ボタンを押すことでタイト

ルが設定できることになる。 

図 3-4-1「構造ファイルのタイトル」ダイアログ 
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処理が終了する。 

タイトルを設定し終えると、図 3-4-2 に示すダイアログが表示される。

ここでは解析モデルの選択を行う。この章の演習では立体フレームモデ

ルを作成するために、立体フレームを選択する。 

 

 

 

 

解析モデルを選択した後は、「次へ」ボタンを押す。 
 

  
立体フレームの選択を終えると、次に構造物の規模を設定するダイア

ログが表れる。ここでは、図 3-4-3 のように規模の決定を行う。規模を

設定すると通り芯数と階数が決定し、その値に従って、スパン長と階高

を設定するダイアログが表示される(図 3-4-4)。 

 

 

解析モデルの選択は、描画

されている各モデルの図

形をクリックすることで

行う。クリックされたモデ

ルでは、タイトルが太文字

で表示される。選択後は、

「次へ」ボタンを押す。 

図 3-4-2「構造物の選択」ダイアログ 

3.4.2 通り芯の設定

立体骨組では、X方向と Y方向のスパン数と

階数を入力する。この数値は、構造物の通り

芯数と最大階数を決めるものである。 

全て設定し終えた後は、「次へ」ボタンを押

す。これで、このダイアログでのデータ設定

が終了である。 

図 3-4-3「構造物の規模」ダイアログ 
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次に、通り芯の間隔を設定するダイアログ(図 3-3-4)を用いて、スパ

ン長と階高を入力する。入力終了後、「OK」ボタンを押すと、設定が完

了することになる。 

 
 
 
 
前節までに通り芯を作成し、構造物の規模が確定した。次に出現する

要素作成ダイアログ（図 3-5-1）では、要素データと特殊断面データを

作成する。詳しくは、前章の第 2.6.3 節を参照されたい。 

ここでは、X 方向と Y

方向のスパン長(cm)

と階高(cm)を入力す

る。また、通り名、層

名、階名は、規定値が

設定されているが、こ

こでは、これらを変更

することもできる。指

定したこれらの名前

がレポーターなどで

使用される。 

設定終了後、「OK」ボ

タンを押すと、次のス

テップに移る。 

3.5 要素データと 

ファイバーデータ

3.5.1 構造材料と

部材モデルの設定

図 3-5-1 「要素デー

タ作成」ダイアログ

図 3-4-4「通り芯の設定」ダイアログ 
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それでは実際に要素を作成していこう。今回のモデルは、はりに H型

鋼 400×200×8×13、柱に角型鋼管 400×400×12 で共に鋼材は SM400

を使用する。また、要素モデルは共に両端ファイバーモデルとする。図

3-5-1 に示すダイアログ右側にある「追加」ボタンを押すと、図 3-5-2

に示す使用材料設定ダイアログが表示される。演習では、ダイアログと

同じパラメータを選択されたい。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5-2に示した使用材料設定ダイアログで、

まず鉄骨を選択し、鉄骨のコンボボックスから

材種 SM400A を選ぶ。最後に、要素モデルとして

両端ファイバーを選択し、次へのボタンをクリ

ックする。これで、鉄骨で両端ファイバーの要

素モデルを設定したことになる。 

次に断面の設定に移る。ここで、要素の符号、

形状、名称を決定・選択する。符号名称は設計

用記号などを利用すると良い。演習では、はり

要素として、符号を「g01」に、形状を「H型鋼」

に、使用断面を「H-400×200×8×13」として選

択し、「OK」ボタンを押す(図 3-5-3)。 

これで、はりに使用する要素データが完成し

た。演習として、同様に柱に使用する要素デー

タを作成されたい。その結果が図 3-5-4 のダイ

アログに示されている。 

図 3-5-2「使用材料設定」ダイアログ 

図 3-5-3「鉄骨の材料断面・設定」ダイアログ 
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ここでは、両端ファイバー要素を選択しており、ファイバー断面用デー

タを作成するために、図 3-5-4 に示すダイアログの右にある「特殊断面

作成」ボタンを押す。特殊断面つまり、この場合はファイバー断面であ

るが、この断面データを作成するためのダイアログが図 3-5-5 のように

表示される。 

 

 

 

 

このダイアログで、作成開始ボタンを押すと、ダイアログに示されて

いる断面データ（ファイバー断面データ）が自動的に作成されることに

なる。後は、図 3-5-4 の「OK」ボタンを押すことで要素データがセット

されることになる。 

図 3-5-4「要素データ作成」ダイアログ

図 3-5-5「特殊断面作成」ダイアログ 
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これで、要素データ設定は終了である。ただし、後から要素を追加す

ることも可能であり、神経質に要素データを全て設定する必要はない。

その場合、要素データ設定ツールチップをクリック*4すると、図 3-5-1

の要素データ作成ダイアログが表示される。そこで要素の追加が可能と

なる。 

  
 
登録されている要素データを変更したい場合は、まず要素データ設定

ツールチップをクリック*4し、図 3-5-4 に示す要素データ作成ダイアロ

グを表示させる。ここで、「変更・削除・復帰」ボタンを押すと以前に

登録した要素データの一覧が図 3-5-6 に示すリスト形式で表示される。

使用方法については、前章の第 2.7 節を参照されたい。このダイアログ

で該当するデータを変更し、最後に「OK」ボタンを押すと、設定データ

の変更が行われる。ただし、ここで変更したデータと部材要素で定義し

た部材断面のファイバーデータとの整合性に注意しなければならない。 

 

 
 

*4  

3.5.2 要素データの

変更

図 3-5-6「要素データの変更」ダイアログ 
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 前節で構造物の規模、使用する部材の要素データが設定された。ここ

からは、図面を利用して部材を空間に割り付けていくことになる。構造

物の規模や通り芯位置によって、図 3-6-1 に示されるように通り芯のみ

が表示されている。図面左上より、平面図、右がＸ面立面図、下左がＹ

面立面図、右が透視図となっている。各図面の操作法については、前章

で説明した。ここで、拡大・縮小、回転などの操作を復習してみよう。

忘れた場合は、前章第 2.4.1 節を参照されたい。 

 
 
最初に、平面図を用いて、はりと柱を設定しよう。まず基礎ばりを設

定する。図 3-6-2 に示すダイアログバーのメニューボタンから「部材」

を選択する。次に、図面に割り付ける要素を選択するために、ダイアロ

グバー中の選択要素番号で、はり部材の要素「1:G01」を選ぶ。平面図

にマウスを移動し、左ボタンで一回クリックし、平面図をアクティブに

する。これで、平面図を利用して部材の割り付けを行うことを指定した

ことになる。 

部材の割り付けは通り芯を用いた２点設定を使用する。そのため、平

面図右上の表示が、「通り芯」と「２節点による設定」になっているか

どうか確認する。この表示になっていない場合は、ツールバーＡの

と を用いて変更しよう。さらに、平面図左上の表示が、基礎ばり位

置を示す「1FL」になっているかどうかこれも確認する。「1FL」になっ

3.6 構造物の解析

モデル

3.6.1 はり、柱の設

定

図 3-6-1 モデラー画面

図 3-6-2 ダイア

ログバーではりの

要素番号を選択
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ていない場合は、やはり、ツールバーＡの図面移動ツールチップ*5を使

用して、基礎はりを配置する 1FL の平面図に変更する。 

準備が整ったので、いよいよ、部材を平面図に割り付けていくことに

しよう。まず、ツールバーB のはり設定ツールチップをクリック＊６し、

これからはりを図面に割り付けることを宣言する。はりを割り付ける順

番は任意で良いが、節点番号は部材を割り付けた順番で自動的に生成さ

れる。そのため節点番号の順序は解析に影響を与えることを考慮して、

部材を割り付けていく必要がある。部材の割り付け方法は平面フレーム

と同じあり、２点の通り芯節点をマウスで指定すれば良い。実節点は自

動的に生成される。また、部材交差処理も自動的に行われる。割り付け

方法を、もし忘れた場合は第 2章に戻って再度復習されたい。基礎ばり

を全て割り付けた後の完成図面が図 3-6-3 に示されている。読者の画面

と同じ状態になっているだろうか。 

 

 
 
 続いて、１階部分の柱の割り付けを実行しよう。柱の割り付けも、は

りと同様であり、最初に要素を選択するとことから始まる。ダイアログ

バーの設定が「部材」になっているのを確認した後、柱部材として選択

要素番号の選択ボックスから要素を選ぶ。演習では、柱部材の要素とし

て「2:c01」を選択する（図 3-6-4 参照）。 

*5 

図 3-6-3 基礎ばり割り付け完成図 

*6  
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 次は、どの図面で柱を割り付けるかを選択する。

平面図と立面図とでは、柱の設定方法が異なる。平

面図の２点設定では、指定した２点内に存在する通

り芯交差点位置と上部同位置との間に柱が設定され

る。立面図では指定した２節点間で柱が割り付けら

れる。ただし、その間に通り芯交差点がある場合は、

自動的にその点に実節点が生成される。 
演習モデルにおける柱の設定に話を戻そう。設定

は平面図で行うことにする。まず、ツールバーB に

ある柱設定ツールチップ＊7をクリックし、柱の割り

付けを宣言する。この時、はりの割り付けと同様に、

画面右上に表示が「通り芯」と「２点による設定」

となっていることを確認する。平面図での割り付け

では、柱は通り芯の交点に作成され、「実節点」になっている場合、柱

は設定されない。そのため、処理節点切り替えツールチップ＊8をクリッ

クし、「通り芯」に変更されたい。 

 「通り芯」設定に切り替えた後、「通り芯」と「２点による設定」で、

はりと同様に柱を割り付ける。図 3-6-5 で示されるように１階の柱は、

９本であるが、同一部材の場合、３回の２点設定で柱を全て設定可能で

ある。図 3-6-5 には、１階のはり・柱の設定完了図面が示されている。 

 

 

*7  

*8  

図 3-6-5 1 階柱完成図

「通り芯：2節点による

設定」に切り替え 

図3-6-4 ダイアロ

グバーで柱の要素

番号を選択
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 同様に 2 階、最上階とはりと柱の割り付けを実行していく。これは、

読者の演習とする。2階、最上階へは、ツールバーAにある図面前進＊9・

後退＊10ツールチップをクリックすることで移動可能である。 

 これで、はりと柱による構造物の構成が全て設定されたことになる。

その結果が、図 3-6-6 に示されている。なお、ブレースやせん断部材、

免震部材の設定法は後節で解説する。 

 
 
はり、柱で構成された構造物に境界を設定しよう。演習では、１階柱

下を全てピン支持としており、これらの境界の設定も平面図を使用して

行う。平面図を使用するためには、マウスを平面図の上に移動し、1回

クリックすることで、平面図が描かれているウインドウをアクティブに

すれば良い。 

最初に平面図右上の表示が「2節点による設定」となっているか確認

する（「集団による設定」で境界条件を設定するとはりの分割点にも設

定されるので注意されたい）。その後、ダイアログバーの設定を「境界」

にし、境界条件を「2:ピン」とする。これによって、節点６自由度に境

界条件が設定される。その状態がダイアログバーの下に表示される。こ

こでは、-1 は拘束を、0が自由を意味する。なお、ここで、この値を変

更し、他の境界条件を設定することも可能である。 

次に、ツールバーB

内の境界設定チップを

クリックし、以後の処

理は、境界条件の割り

付けであると宣言する。

後は、マウスを節点の

上に移動し、クリック

することで境界条件が

その節点に設定される。

ただし、平面図右上の

表示が「通り芯」とな

っている場合は、モデ

ラーが強制的に｢実節

点｣処理に切り替える。

図 3-6-6 で示すように

9箇所クリックし、境界

図 3-6-6 境界設定時のモデラー画面 

*9  

*10  

3.6.2境界の設定

「２節点による設

定」ではあっても、

ここでは、１節点を

指定することで、境

界が設定される。 

2:ピンに

設定 
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を設定する。境界条件を設定した節点は赤く表示される。設定終了は、

ツールバーBのＸチップ＊11を押せば良い。 

節点設定用パネルを利用すると境界条件が正確に設定されているか

確認することができる。節点設定用表示パネルの境界条件を選択すると

図 3-6-7 のリスト形式で表示され、節点の境界状態が確認できる。また、

このパネルの中で変更することも可能である。この節点設定用パネルの

使用法については、後節で詳細に解説する。 

 

  
 
また、ツールバーＡ内にある「節点における外力・質量・境界の有無

チェック」ツールチップ＊12を用いて、図面上で確認することもできる。

このツールチップをクリックすると図 3-6-8 のダイアログが表示され、

ここで境界条件をチェックすると図 3-6-9 のように境界条件が設定さ

れている節点が赤く表示される。これについても後節で詳細に解説する。 

 
 

 
 

図 3-6-7 節点設定用パネルで節点情報のリスト表示 

図 3-6-8 節点の情

報確認ダイアログ 

＊12  

*11  
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本節では、節点荷重を設定しよう。演習で使用する節点荷重は、第

3.1 節で示した。ここでも、荷重設定は平面図を用いて行う。2 階の床

に対し、鉛直方向に-100kN（荷重は釣合座標系で設定する。局所座標系

を使用している節点では注意が必要である）の等節点荷重が加わってい

るので、まず平面図を 2FL に移動しておく。また、荷重は実節点処理で

行われるので、平面図右上の表示を「実節点」とし、また、割り付け処

理を集団登録で行うために、ここでは「集団による設定」とする。 

次に、ダイアログバーの設定を「静荷」にし、長期荷

重として、ファイル No.1:Pz に-100 をセットする（図

3-6-10 参照）。 

 
 
 
 
 
 
 

図 3-6-9 境界が設定されている節点の赤色表示 

「静荷」ボタンをクリックし

て荷重設定モードにする 

 

-100kN を入力

図 3-6-10 ダイアログバーにて荷重の設定

3.6.3 荷重の設定

「２節点による設

定」ではあっても、

ここでは、１節点を

指定することで、荷

重が設定される。 
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 平面図をアクティブにした後、静的荷重設定ツールチップ＊13 をクリ

ックし、以後の処理が荷重割り付けであることを宣言する。マウスを平

面図に移動し、設定したい実節点をラバーバンドで囲う。これで、節点

荷重が設定されたことになる（図 3-6-11 参照）。 

 

 
 
 
次に、短期荷重を設定するために、ダイアログバーの内容

を変更する。ここでは、水平方向として No.2:Px に 200kN

の集中荷重を図 3-6-12 のように設定する。ただし、長期荷

重のファイルNo.1:Pzにも-100をセットしておく。これは、

指定した節点に対し、同時に荷重を設定するためである。 

次に、平面図をアクティブにした後、平面図右上の表示を

「実節点」と「集団による設定」であることを確認し、静的

荷重設定ツールチップ＊13をクリックする。実際に、図3-6-13

に示す 3箇所の節点をラバーバンドで囲い、荷重を設定する。

これで、2FL の荷重設定は終了である。 

 同様に、RFL についても、静的荷重の設定を行う。これは、

読者の演習としておこう。設定方法は、2FL と全く同じであ

る。容易に設定できることが実感できよう。 

 

図3-6-11 荷重No.1設定時のモデラー画面

＊13  

図 3-6-12 ダイ

アログバーに

て荷重の設定
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荷重についても、境界と同様に確認方法が用意されている。これらを

活用して、荷重や境界などの設定を確認しよう。 
 
 
多くの設定が節点と部材に関して行われた。節点や部材を指定して、

これらの設定した情報を確認し、その内容を変更したい場合がある。モ

図3-6-13 荷重No.2設定時のモデラー画面

実節点：集団による設定にす

る。 

3.7データのチェッ

ク

3.7.1 部材情報リ

ストパネル

図 3-7-1 情報リス

トパネル使用のため

の設定
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デラーでは、簡単な操作でこの要求を実現している。この機能は、平面

図、立面図のいずれの図面でも実現可能である。まず、この機能を利用

する図面で、右上の表示を「実節点」と「集団による設定」にする（図

3-7-1 参照）。さらに、指定したい部材や節点が存在する図面位置に（例

えば、階、通りに）移動する。 

ツールバーB の中からリスト表示させたい部材の部材設定チップ＊14

をクリックする。指定したい部材をラバーバンドで囲み選択する。囲ま

れた部材の中で、先にツールチップで指定した部材種別の部材がリスト

形式で表示される。例えば、はり設定チップをクリックした場合、はり

に関する部材情報リストパネルが、図 3-7-2 のように表示される。  

 
 
 ここでは、はりの部材種別とはりの両端情報とに分類されて、リスト

されている。この中の情報は、確認するだけでなく、データを変更する

ことも可能である。データを変更する場合は、変更したい項目をクリッ

クすると、カーソル又は選択ボックスが表示され、データを打ち込むか、

もしくはメニューからデータを選択する。ただし、ここでのデータ変更

は、注意しなければならない。変更されたデータはそのまま使用される

ことになり、矛盾のあるデータはシステムをダウンさせることになる。 
部材の情報リストは、はりのみではない。他の部材設定チップをクリ

ックすることで、他の部材に関する情報が表示される。この機能を有効

に利用することで、データの再設定が容易となる。 
 
 
節点情報も部材と同様に節点情報リストパネルを使用し、確認・変更

が可能である。まず、節点選択を行う図面をアクティブにし、「処理対

3.7.2 節点情報リ

ストパネル

図 3-7-2 部材情報リストパネル

＊14  

ここでは、部材番号順に部

材に関する情報を表示す

る。その中で、要素番号、

部材種別、グループ番号、

部材角度、解析種別に関す

る設定値が表示されてい

る。また、それらのデータ

をここで変更することも

できる。 

設定終了後、「OK」ボタン

を押すと、内容が変更され

る。 
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象節点切り替えチップ」と「部材設定と消去処理の切り替えチップ」を

用いて、「実節点」と「集団による設定」に切り替える。 
次に、ツールバーBの節点追加チップ＊15をクリックし、マウスをドラ

ッグしながらラバーバンドで囲み、指定したい節点を選択する。この操

作を行うことによって、図 3-7-3 に示すように節点情報リストパネルが

表示される。 

ここでは、選択した節点に関する情報が節点番号順にリスト形式で表

示される。リストは、座標、局所座標系、境界条件、静的荷重、動的荷

重、質量で分類されており、これらのタブを選択し、情報を確認するこ

とができる。また、このリストの中で部材情報と同様に、データを変更

することができる。変更する場合は、項目をクリックし、カーソルが表

示された後、数値を入力する。データ変更には、節点番号を確認するな

ど、万全の注意を払う必要がある。変更が終了すると、「OK」ボタンを

押してデータを設定する。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 3-7-3 節点情報リストパネル 

＊15  

ここでは、節点番号順に節

点に関する情報を表示す

る。座標、局所座標系、静

的荷重、動的荷重、質量に

関係する設定値が表示さ

れており、ここでそれらを

変更することも可能であ

る。 

設定終了後、「OK」ボタン

を押すと、内容が変更され

る。 
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本節では、はり・柱以外の部材、節点の追加、節点質量、剛床の設定

方法について解説する。 

最初に、ブレースの設定方法について説明する。モデラーでは、次に

示す 4種のブレース形状を用意しており、適宜選択して使用することに

なる。ブレース選択ダイアログはメニューの[設定]→[部材設定用パネ

ル]→[ブレース設定用パネル]を選択することで表示される（図 3-8-1

参照）。ここで、ブレースの割り付けを行う形状を選択し、「OK」ボタン

を押すことによって、そのブレースを設定することを宣言する。 

 
 
ブレース形状の選択は、メニューからのみでなく、ダイアログバーの

メニュー「筋交」を選択することでも設定可能である。図 3-8-2 で示さ

れているブレース型種別を押すと、メニューが表示され、先のブレース

選択ダイアログと同様に、型種別を選択することができる。通常のブレ

ースの設定は立面図を用いて行い、水平ブレースは平面図を用いて行う

ことになる。ブレースの割り付けは、実節点で行うため、先にはりや柱

の割り付けを行い、構造物の全体を構成した後、実行することになる。 

 ブレースの割り付けは、通常ブレースか水平ブレースかによって、割

り付けする図面を選択するところから始まる。選択した図面をアクティ

ブにした後、図面右上の表示が「実節点」と「２節点による設定」にな

っていることを確認する。次に、先に示したブレース形状の選択を行う。

ダイアログバーのメニューで「筋交」ボタンを押し、図 3-8-2 に示す部

材設定領域でブレース型種別を確認もしくは選択する。さらに、図面に

割り付ける要素を選択するために、ダイアログバー中の選択要素番号で、

ブレース要素を選ぶ。ブレースの履歴と両端の節点自由度を考慮して、

この要素選択は慎重に行わなければならない。 

次に、ツールバーB のブレース設定ツールチップをクリック＊1６し、

これからブレースを図面に割り付けることを宣言する。ブレース割り付

けは、全てのブレース形状について、図面上で斜めに上下２点設定で行

3.8 各種部材、節

点、剛床、質量の

設定

3.8.1 ブレースの

設定

図 3-8-1 「ブレースの選択」ダイアログ

図 3-8-2 「筋交」

（ブレース）選択

ダイアログバー

＊16  
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う。設定終了は、処理終了ツールチップをクリック＊17 するか、Shift+

マウスの左ボタンをクリックする。ブレースの割り付けでは実節点を生

成しておらず、ブレース形状がＶ型あるいは逆Ｖ型の場合、注意が必要

である。例えば、この形状で中間実節点がない場合は斜めブレースと柱

に沿ったブレースが生成される。中間節点がある場合でも、はり中央に

実節点がないと偏ったブレースが生成されてしまう。Ｖ型あるいは逆Ｖ

型のブレースを設置する場合は、はりの分割を偶数にして、はり中央に

節点を設定しておく必要がある。また、ブレース取り付け位置が設計位

置と異なる場合、当該の節点座標は、節点情報リストパネルを用いて変

更されることになる。 
 
  
 せん断部材と免震部材の割り付け方法は同じである。両者とも要素選

択には特に注意を払わなければならない。両要素には曲げ剛性がない場

合が多く、部材両端の節点において曲げ剛性がゼロとなる。この場合、

ソルバーでの釣合式は不安定となり解析できないことになる。これを防

ぐために、この節点の回転自由度を拘束する境界を設定しなければなら

ない。ただし、この部材に接合する部材に曲げ剛性が存在する場合は不

安定とはならないので、回転自由度を拘束する必要はない。 
せん断部材と免震部材の割り付けは、立面図で行い、「実節点」と「２

節点による設定」を使用する。ダイアログバーのメニューで「部材」ボ

タンを押し、選択要素番号でせん断要素かもしくは免震要素を選ぶ。両

要素の履歴と両端の節点自由度を考慮して、この要素選択は慎重に行わ

なければならない。次に、ツールバーBのせん断要素かもしくは免震要

素設定ツールチップをクリック＊18 し、これから選択した部材を図面に

割り付けることを宣言する。両部材の割り付けは、図面上で２点設定を

行う。設定終了は、処理終了ツールチップをクリック＊17するか、Shift+

マウスの左ボタンをクリックする。 
 
 

SPACE では、実節点は、はりと柱を割り付けする際、自動的に生成さ

れる。そのため、ユーザーが実節点を生成することはほとんどない。し

かし、実節点がどうしても必要な場合に備えて、SPACE では容易に実節

点を追加することが可能となっている。追加した節点の座標は、図面上

マウスで指定した位置から計算した座標値を用い、残りの１方向の座標

はその図面が置かれている位置座標を用いる。例えば、平面図では、マ

3.8.2 せん断部材

と免震部材の

設定

3.8.3 節点の追加

＊17  

＊18  
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ウス位置の x、y 座標と、その階の z 座標を用いる。図面から正確な節

点座標が設定できない場合は、一端上記の方法で追加した節点座標を、

節点情報リストパネルを用いて変更することになる。また、節点の追加

は、透視図以外の図面で可能である。ここでは、例として平面図で節点

の追加を行う。他の図面でも同様である。 
まず、画面左上の骨組平面図のウインドウをアクティブにし、図面右

上の設定が「2節点による設定」となっていることを確認する。節点を

追加するにはツールバーB 内の節点追加チップ＊19 をクリックし、以後

の処理が節点追加であることを宣言する。次に、マウスを平面図上に移

動し、追加したい場所をクリックし、節点を生成する（図 3-8-3 参照）。 

 

 

図 3-8-3 節点追

加時のモデラー画

面

図 3-8-4 節点情報リストパネルで表示と変更

＊19  

任意に追加した

節点座標が表示

されている 

節点を任意に

追加 
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先に示したように、CAD による節点の追加は任意の座標を設定するこ

とはできない。正確な節点座標は、図 3-8-4 に示すリストダイアログで

設定することになる。設定の方法については、第 3.7.2 節の節点情報リ

ストパネルの項を参照されたい。 

  
 
 本節では、剛床仮定の設定方法を解説する。設定は、剛床に付属する

節点全てに、同一の剛床グループ番号を付けることで行われる。剛床グ

ループ番号は１から連続番号とする。同一剛床グループ番号が付けられ

た節点の水平方向変位とｚ軸の回転量は、その中の代表節点の水平２方

向変位とｚ軸の剛体回転によって計算される。詳細はマニュアル理論編

を参照されたい。 
剛床の割り付けは平面図と立面図どちらでも良いが、平面図がより簡

単に設定可能である。割り付ける図面をアクティブにした後、その図面

処理方法を示す図面右上の表示が「実節点」と「集団による設定」であ

ることを確認する。設定方法は、２節点による設定でも良いが、集団に

よる設定の方がより効果的である。 

まず、ダイアログバーのメニューで「剛床」ボタンを押し、剛床 Gp

番号を連続番号で設定する。ただし、同一剛床は同じ番号とする。演習

では「1」をセットする（図 3-8-5 参照）。次に、にツールバーBの剛床

設定ツールチップ＊20 をクリックし、以後の処理が剛床設定であること

を宣言する。 

3.8.4 剛床の設定

図3-8-5 ダイアログ

バーで剛床設定

「集団による設定」に

選択する 

図 3-8-6 剛床設定

時のモデラー画面

＊20  
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 図面にマウスを移動し、実節点を選択するが、｢集団による設定｣の場

合は、マウスをドラッグしラバーバンドで関連する実節点を囲み選択す

る。また、｢２点による設定｣の場合は、次々と実節点をマウスで指定す

ることによって剛床の設定を行う。その結果が、図 3-8-6 に示される。

設定終了は、処理終了ツールチップをクリック＊17 するか、Shift+マウ

スの左ボタンをクリックする。 

 
 
本節では、動的解析に必要となる節点質量の設定方法を解説する。

SPACE の動的解析は、擬似的な静的解析と実際の動的解析との２段階方

式で数値解析を行っている。そのため、第１段階と第２段階とでは、質

量を変化させて解析が可能となるように、各々の段階に合わせて質量を

設定できるようになっている。SPACE のソルバーでは、節点における集

中質量を重量から換算しているため、ここでは、節点に集中する重量を

設定するものとする。 

質量の割り付けは平面図と立面図どちらでも良いが、平面図がより

簡単に設定可能である。割り付ける図面をアクティブにした後、その図

面処理方法を示す図面右上の表示が「実節点」と「集団による設定」で

あることを確認する。実節点になっていない場合は、ツールバーＡの処

理対象節点切り替えツールチップ＊21 を押して変更する。設定方法は、

２節点による設定でも良いが、集団による設定の方がより効果的である。 

まず、ダイアログバーのメニューで「質量」ボタンを押し、ダイアロ

グバーの内容を変更した後、第１段階の質量（ただし、換算した重量）

と第２段階の質量をセットする（図 3-8-7 参照）。次に、にツールバーB

の質量設定ツールチップ＊22 をクリックし、以後の処理が質量設定であ

ることを宣言する。 

 設定方法は、｢集団による設定｣では、マウスをドラッグして設定する

節点を囲み、質量を設定する。「２点による設定」では、設定する実節

点を一つひとつクリックして、設定を行う。節点終了処理は、処理終了

ツールチップをクリック＊17 するか、Shift+マウスの左ボタンをクリッ

クする。 

演習では、集団による設定を用いて設定しよう。容易に、図 3-8-8 に

示す質量設定時のモデラー表示画面が得られる。 

3.8.5 節点質量の

設定

＊21  

＊22  

図 3-8-7  質量設定の

ダイアログバー
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図 3-8-8 質量設定時のモデラー画面 
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 本節では既に設定された部材の消去方法について解説する。部材の消

去方法として、1点指定による消去と集団指定による消去がある。どち

らを使用するかは、その場の状況に合わせて使い分けることになる。部

材を消去する場合、まず処理を行う図面をアクティブにする。次に、そ

の図面上で処理対象を示す右上の表示が「実節点」と「1点で節点・部

材消去」か、もしくは「集団で節点・部材消去」になっていることを確

認する。処理内容は、前者が１点指定による消去であり、後者が集団指

定の消去を表す。また、他の表示の場合は、ツールバーＡの と を

用いて変更しよう。 

 部材を消去する場合も設定と同様に、まず、ツールバーBの部材種別

（例えばはり）設定ツールチップ＊23 をクリックし、これから指定する

部材を消去することを宣言する。その後、マウスを図面上の部材を指定

するか、ドラッグによるラバーバンドで部材を囲み指定する。指定され

た部材がここで消去され、図面から消えることになる。なお、指定され

る部材は、先に設定ツールチップでクリックした部材種別のみであるこ

とに注意しよう。 

 それでは例を示して、消去処理を説明する。まず、1点消去を用いて、

平面図上の 1FL の通り芯 x1 のはりを消去してみよう。図 3-9-1 を参考

にし、図中の操作番号順に説明する。 

 

 

3.9 部材・節点の消

去と復帰

3.9.1 部材の消去

と復帰

図3-9-1 部材の1点消去

*23  

⑤ 

② 

③ 

④

① 

⑥ 

⑦ 

⑤ 

⑦ 
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① 図面移動のツールチップ  をクリックし、平面図を 1FL とする。 

② 設定と消去のツールチップ  をクリックし、「1 点で節点・部材消

去」を選択する。 

③ 通り芯節点と実節点の切り替えツールチップ  で実節点とする。 

④ 節点図形 On/Off のツールチップ  でモデルの節点を表示させる。 

(③、④の設定は⑤のツールチップをクリックしたときに強制的に

実節点、節点表示に変更されるようになっている) 

⑤ ⑥ はり作成のツールチップ  をクリックし、消去したいはりを

一つひとつ選択する。誤った選択をした場合、直ちに処理を中止し、

メニューの[作成]→[節点・部材の作成・消去処理の取り消し]を選

択し、誤って消去した部材を復帰させる。 

⑦ 選択が終了すると、作成・設定・消去処理の中止を示す×印のツー

ルチップ  をクリックする (shift+左クリックでも処理は中止

される)。消去処理の結果が図 3-9-2 に示されており、図面上から

選択されたはりが消去されているのが分かる。 

 

 

 部材の消去を取り消し、元に戻す場合は、メニューの[作成]→[節点・

部材の作成・消去処理の取り消し]を選択する。この操作によって、直

前の部材や節点の割り付け、消去処理が取り消され、元の状態に復帰す

る。連続してこの操作を行うと、この操作の直前処理から、それ以前の

処理に向かって、設定・消去処理が取り消されることになる。 

平面図上で選択

したはりが消去

されているのが

分かる。 

また、立面図・透

視図と連動して

いるので、そちら

もはりが消去さ

れていることを

確認しよう。 

図3-9-2 部材消去の確認
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 本節では、平面図を使用して、はり部材を集団で消去する方法を説明

する。基本的には 1点での消去とほぼ同様な手順で操作する。ここでも、

先に示したように図 3-9-3 を参考にし、図中の操作番号に従って説明す

る。 

 
① 図面移動のツールチップ  をクリックし、平面図を 1FL とする。 

② 設定と消去の反転ツールチップ  をクリックし、図面右上の表示

を「集団で節点・部材消去」とする。 

③ 通り芯節点と実節点の切り替えツールチップ  で実節点を選択す

る。 

④ 節点図形 On/Off のツールチップ  でモデルの節点を表示させる。 

(③、④の設定は⑤のツールチップをクリックしたときに強制的に

実節点、節点表示に変更されるようになっている) 

⑤ ⑥ マウスをドラッグして、消去するはりをラバーバンドで囲い、

指定する。誤った選択をした場合、直ちに処理を中止し、メニュー

の[作成]→[節点・部材の作成・消去処理の取り消し]を選択し、誤

って消去した部材を復帰させる。 

⑦ 選択が終了すると、作成・設定・消去処理の中止を示す×印のツー

ルチップ  をクリックする (shift+左クリックでも処理は中止

される)。 

作業を終えると1点消去で行った場合と同じ状態になる（図3-9-2）。

3.9.2 部材の集団

消去と復帰

⑤ 

② 

③ 

④

① 

⑥ 

⑦ 

図 3-9-3 部材の集団消去 

⑤ 

⑦ 
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どちらで消去を行っても結果は同じであり、その状況に応じて 1点消去

か集団消去かを使い分けて使用されたい。無論、消去方法をはりで説明

したが、柱の場合でも同様にして消去することができる。読者は、他の

要素でも試し、理解を深められたい。 
 

 
 前節で部材の消去方法を説明したが、本節では、節点の消去方法につ

いて解説する。操作方法は部材消去と同様であるが、その内容は多少異

なる。SPACE では、節点として、通り芯交差点と実節点の２種類がある。

どちらの節点を対象にするかは、操作図面の右上表示で「通り芯」か「実

節点」で決定される。対象の変更は、通り芯節点と実節点の切り替えツ

ールチップ  で行うことができる。 

 図面上での２種の節点消去が実施されると、どちらもその時点では節

点が消去される。ただし、通り芯節点の消去は、それ以後の部材設定処

理に大きく影響するし、また実節点の消去は、その節点に繋がっている

部材は不定となることを考慮しなければならない。特に、後者は、解析

で重大なエラーを引き起こすため、ファイルに出力する際、消去された

実節点に部材が繋がっている場合は、システムが自動的に消去を取り消

し復帰させてしまう。実節点の消去は、部材の繋がっていない自由節点

であるか、繋がっている部材を消去する必要がある。 

では、節点消去の操作法について、例を用いて演習しよう。ここでは、

1FL の通り芯 x2・x3 と y2・y3 とで囲まれる節点を集団消去する。ここ

でも、図 3-9-4 を参考にし、図中の操作番号に従って説明する。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

3.9.3 節点の消去

と復帰 

図 3-9-4 節点の

集団消去

⑤ 

② 

③ 
① 

⑥ 

⑦ 

④

⑤ 

⑦ 



3- 

 

 

32第 3章 簡単な立体フレームを作成しよう 

SPACE User’s Manual for Modeler 

① 図面移動のツールチップ  をクリックして、平面図を1FLとする。 

② 設定と消去のツールチップ  をクリックし、「集団で節点・部材消

去」を表示させる。 

③ 通り芯節点と実節点の切り替えのツールチップ  で「実節点」を

選択する。 

④ 節点図形 on/off のツールチップ  でモデルの節点を表示させる。 

⑤ ⑥ 節点の追加のツールチップ  をクリックし、マウスでドラッ

グして消去したい節点をラバーバンドで囲む。誤った選択をした場

合、直ちに処理を中止し、メニューの[作成]→[節点・部材の作成・

消去処理の取り消し]を選択し、誤って消去した部材を復帰させる。 

⑦ 消去処理が終了すると、作成・設定・消去処理の中止×印ツールチ

ップ  をクリックする(shift+左クリックでも同じ処理を行うこと

ができる)。結果、選択された節点が消去される (図 3-9-5 参照)。 

 
 
 
  
 複雑な解析モデルを構築すると、設定したデータが正確かどうか分か

らなくなってしまうことがある。図面上で節点番号を表示し、部材番号、

要素番号を表示して、設定が正しいかどうか確認する必要がある。それ

でも解析でエラーが生じる場合は、SPACE ではさらに有効な手法が用意

されている。ここでは、エラーを極力発生させないための機能やチェッ

3.10 解析モデル

をチェックする 

3.10.1 部材･節点の

2重登録チェッ

クの設定

図 3-9-5 集団消去後のモデラー画面
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クするための機能を紹介する。 

最初に、部材や節点の 2 重登録を防ぐための機能について説明する。

SPACE には、部材や節点の２重登録を防ぐための機能が付いており、通

常は、この機能により節点や部材の 2重登録を防ぐことになる。ただし、

部材や節点が多くなると設定する毎に、以前に設定した部材や節点と付

き合わせてチェックするため、設定処理が遅くなることがある。そのた

め、ユーザーが自分の責任でこの機能を取り外し、部材の設定が行える

機能を用意している。 

２重登録防止機能の設定は下に示すツールバーＢのツールチップを

押すことによって切り替わる。 

 

  ･･･節点登録時の同一座標節点チェック 
  ･･･部材登録時の同一座標節点チェック 
 
なお、初期設定では On になっており、そのまま使用すれば、部材や節

点が 2重登録されることはない。 

 
 
 解析モデルを作成していく上で、節点にどのような荷重がかかってい

るか、境界はどうなっているのかなど、確認が必要になってくる。SPACE

では、各種の確認機能を有している。図面上に節点番号、部材番号、要

素番号を表示し、確認することができる。また、節点や部材の詳細チェ

ックは、第 3.7 節の設定パネルを用いて行うこともできる。さらに、

SPACE には、チェックするための有効な

方法がある。以後、それらの方法につい

て解説することにしよう。 

 荷重、質量、境界が設定されている節

点を、図面上で表示する方法を示す。ま

ず、ツールバーAの「節点における外力・

質量・境界の有無チェック」ツールチッ

プをクリックすると、図 3-10-1 に示すダ

イアログが表示される。ここで、節点の

状態チェック領域の項目を選択すると、

図 3-10-2 のように、境界条件が設定され

ている節点が赤色で表示される。 

 また、節点のエラーチェック領域で、

同一座標節点のチェックかもしくは両端 図 3-10-1「節点における外力・質量・境界の有

無チェック」ダイアログ 

3.10.2 節点におけ

る荷重、質量、境界、

剛床の有無チェッ

ク 
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同一節点を有する部材のチェックが行われると、その結果が、図 3-10-3

のようにレポートされる 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 モデラーで使用するウインドウは、標準的には３つの図面と１つの構

造透視図である。３つの図面は、最初表示されるときは、全部材、全節

点を表示しているが、図面を前進・後退させる機能によって、指定した

階の平面図や通り芯位置の立面図が得られる。ここでは、これらの４つ

のウインドウ内の表示が連動して表示する機能について解説する。 
 ここ述べる連動機能とは、アクティブなウインドウ内の図面が、前

進・後退して変化するとき、例えば平面図の場合では階が上下して表示

されるとき、立面図では、変化する図面位置の部材が赤く表示される。

また、構造透視図が表示されているウインドウでも、同じく変化する図

面に表示されている部材が赤く表示される。この機能を利用することで、

複雑な構造部材の配置がより正確に理解されることになる。 
 連動機能は、ツールバーAの「各ウインドウの連動表示 On/Off」チッ

図3-10-2 境界が設

定された節点の表示

3.10.3 図面間の

連動処理

図 3-10-3 多重節点チェックレポート
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プ＊24 をクリックすることで、処理開始と処理停止を切り替えることが

できる。連動処理の様子が図 3-10-4 に示されている。 

 
 
 
 節点、要素、部材は相互にリンク情報で繋がっている。これが適切で

ないと、解析で重大なエラーを引き起こすことになる。また、境界節点

があるかどうか、部材の繋がっていない自由節点があるかどうか、チェ

ックする必要がある。SPACEでは、これらをチェックする機能を有する。 

 

 

*24  

図 3-10-4 各ウイ

ンドウ連動表示

3.10.4 リンクデー

タのチェック

図 3-10-5 構造データのリンクチェック結果表示 
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メニューの[設定]→[構造データのリンクチェック]を選択し、チェッ

クを開始させる。チェックが終了すると、図 3-10-5 に示すレポートが

表示される。このレポートを利用して、データ設定の不備を見つけるこ

とができる。 

 もし、分析結果にエラー表示がある場合、レポートの詳細を表示させ

ることができる。図 3-10-5 のダイアログ中の「分析結果の詳細」ボタ

ンを押すと、「MDoutput」ファイルに出力された内容が、自動的にワー

ドパッドで表示される。 

 部材が繋がっていない自由節点が存在するとその旨を知らせると同

時にその節点を取り除くことも可能である。もし、その自由節点を消去

したい場合は、図 3-10-5 の「自由節点の消去」ボタンを押せば良い。

この処理で該当する自由節点が消去されることになる。 

 さらに、重複節点（同一座標位置に存在する節点）と長さ 0を有する

部材がある場合、「部材と節点修復」ボタンを押すことで、モデラーシ

ステムが自動的に修復を行う。ここでは、長さ 0の部材を削除し、また、

重複節点では、一つの節点のみ残し、他の節点は削除する。削除した節

点に繋がった部材の部材番号を残した節点番号に付け替えを行う。 

 
 
 構造物が複雑になると設定した部材の要素やグループ番号の確認が

難しくなる。SPACE には、図面上で部材の要素番号やグループ番号をチ

ェックする機能を有している。この機能を利用して、部材の解析モデル

が適切であるかどうかチェックすることが可能となる。 

 ツールバーA の「詳細表示種別選択」チップ＊25 をクリックすると、

図 3-10-6 に示すダイアログが表示される。このダイアログによって、

グループ番号による表示と要素番号の表示を選択する。選択後、「OK」

ボタンを押すことで処理が開始される。処理を停止する場

合は、このダイアログを表示させ、「選択項目なし」を選

び、「OK」ボタンをクリックする。 

アクティブにしたウインドウ内の図面上に、指定した要

素番号あるいはグループ番号の部材が赤色で表示される。

要素番号あるいはグループ番号の指定は、ツールバーＢの

「グループ番号か要素番号を前進して表示」と「グループ

番号か要素番号を後退して表示」チップ＊26をクリックする

ことで自動的に行われる。この操作によって、要素番号、

あるいはグループ番号が自動的に前進・後退し、図 3-10-8

3.10.5 グループ・

要素の詳細表示

*25  

図 3-10-6「詳細表示種別選択」

ダイアログ
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のアクティブな図面左上で示され、また図面上に該当する部材が赤色で

表示される。 
 連動処理と同時に使用すると、他のウインドウでも該当する部材が太

い赤色で表示される。この機能を利用すると複雑な構造物でも、要素や

グループの詳細が理解できよう。 
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図 3-10-7 要素種別の表示 

図 3-10-8 連動表示機能と同時使用した要素種別の表示 
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 設計した建築には、通り芯からずれた構造物も存在する。その場合に

備えて、SPACE では、通り芯ずれを設定する機能を有している。この機

能を利用して、通り芯をずらしておくと部材の設定の際、そのずらした

位置を利用して、実節点が自動的に生成される。 

 通り芯のずれを設定するために、ツールバーＢの「通り芯のずれ設定」

チップ＊27をクリックし、図 3-10-9 に示すダイアログを表示させる。こ

のダイアログを利用して、立体フレームの通り芯交差点位置をずらすこ

とになる。３次元位置を特定するために、図面の表示位置を利用する。

そのため、ずらす通り芯交差点を表示した図面を用いることになる。 

 通り芯交差点位置をずらす機能は、２種に大別される。ひとつは、交

差点を単独で指定し、その位置からのずれを設定する方法であり、他は、

２点を指定し、その間の交差点を２点で設定したずれ情報から線形に補

間し設定する方法である。二つの方法の選択は、ダイアログの上に表示

される２つの選択項目から選ぶことになる。また、その下に表示される

「図面」と「階・通り」項目は、アクティブなウインドウの図面位置を

示す。無論、二つの方法共に、この表示の図面位置でこの機能が実行さ

れることになる。例えば、平面図で 2FL の場合、ずれの設定は、２階の

床レベルの交差点に実施される。同じく、全部材表示の場合、設定は、

全階の床レベルの交差点で実施される。また、画面右上のＸ面の立面図

で x1 の場合、ずれの設定は、x1 通りの交差点に実施され、全部材表示

の場合は、全ｘ方向の通りに実施されることになる。このことを常に考

慮しなければならない。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.11 通り芯のずれ

設定

*27  

図 3-10-9「通り芯のずれ設

定」ダイアログ
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 最初に、交差点を単独で設定する方法から説明しよう。通り芯交差点

の指定は、通り芯記号を用いて行うが、その方法はアクティブな図面に

よって異なる。まず、平面図の場合について説明する。階・通りの表示

による設定位置の違いは先に示した通りである。平面における交差点の

指定は、まず、最初に選択する通り芯の図面上の方向を選択する。単独

で交差点位置を指定する場合は、どちらを選択しても同じであるが、２

点指定の場合は処理内容が異なる。この選択によって、２つの位置選択

項目に、選択ボックスが表示され、その中から通り芯記号を選択するこ

とになる。後は、その交差点のｘ方向のずれとｙ方向のずれを cm 単位

で設定する。 
 次は、平面図による２点設定について説明しよう。ダイアログの中で、

まず、「2点で通り芯位置のずれ設定（線形補間）」を選択する。その後、

通り芯位置設定で起点となる通り芯を選択し、図面上の方向を選択する。

例えば、図 3-10-10 では、y 方向を選択しており、指定は y2 通りで行

われることになる。次に、２点で設定する起点と終点の通りを選択する

わけであるが、ダイアログでは、x1 通りと x3 通りが選択されている。

次は、起点と終点におけるずれの値を設定する。これで設定終了であり、

後は「OK」ボタンを押して処理を実行させることになる。 

 その結果は、y2 通りの x1、x2、x3 通りとの交差点にずれが設定され

る。例えば、x2 通りの交差点では、線形補間された値がセットされる

ことになる。また、アクティブな平面図が全部材表示となっているため、

全階で同様なずれが設定されることになる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3-10-10「通り芯のずれ設

定」ダイアログその２ 
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 次は、アクティブなウインドウが立面図の場合について、ずれの設定

方法を説明しよう。単独の交差点でのずれ設定は簡単なので、２点指定

について説明する。画面右上の X面の立面図で、ツールバーＢの「通り

芯のずれ設定」チップ＊27をクリックし、図 3-10-11 に示すダイアログ

を表示させる。ダイアログの中で、まず、「2 点で通り芯位置のずれ設

定（線形補間）」を選択する。その後、通り芯位置の設定で起点となる

通り芯を選択し、図面上の方向を選択する。例えば、図 3-10-9 では、

上下方向かｙ方向を選択するわけであるが、ここでは上下方向を選択し

ており、指定は 2FL で行われることになる。次に、２点設定する起点と

終点の通りを選択するわけであるが、ダイアログでは、y1 通りと y3 通

りが選択されている。次は、起点と終点におけるずれの値を設定する。

これで設定終了であり、後は「OK」ボタンを押して処理を実行させるこ

とになる。 

 この操作による結果は、x1 通りの 2FL 位置で、Y1、Y2、Y3 通りとの

交差点でＹ方向のずれがセットされることになる。通りが指定されてい

るため、この X1 通りのみ設定されたことになる。 

 

  
 
 
 ファイバーデータを含む特殊断面用のデータは、システムが有してい

るデータベースを参照してモデラーが自動的に生成する。この機能によ

3.12 特殊断面デー

タの変更

図 3-10-11「通り芯のずれ設

定」ダイアログその３ 
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って、ユーザーは多量でしかも複雑な断面の弾塑性情報の設定から解放

され、解析モデルを容易に作成することができるようになる。しかしな

がら、この特殊断面データも変更しなければならないときがある。 

 ここでは、特殊断面データを変更するための機能を解説する。まず、

ツールバーA の「特殊断面データの更新」チップ＊28 をクリックし、図

3-12-1 に示すダイアログを表示させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特殊断面ファイルに保持されている情報とモデラーで特殊断面デー

タを変更し内容が異なる場合は、選択項目の上を選び、また、特殊断面

データファイルの内容を変更する場合は、選択項目の下を選ぶ。データ

の更新は、「更新開始」ボタンを押すことで開始される。 

 

 

*28  

図 3-12-1 「特殊断

面データの更新」

ダイアログ 

図 3-12-2 特殊断面

データの作成サブ

システム

このサブシステムを利

用してデータを変更し

た場合は、必ずファイル

に一端データ出力を行

わなければならない。復

帰後、モデラーはこのフ

ァイルを再度読み込み

使用する 

現在、この機能はモデラーで

は、使用できない。SPACE から

使用されたい。 
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特殊断面データの更新は、ファイバー断面の作成サブシステムで行う

ことになる。図 3-12-2 に示すこのサブシステムの操作法については、

SPACE のリファレンスマニュアルを参照されたい。 
 
 
 SPACE では、部材の割り付けを行う際、節点を自動的に生成し、番号

を連続的に付けていく。部材の割り付け方法をランダムに行うと節点番

号もランダムに付けられる。SPACE では、ここで付けられた節点番号が

そのまま解析で使用され、解析における方程式の解法にはスカイライン

法が用いられるため、節点番号のランダム性は解析時間に大きく影響を

与えてしまう。SPACE では、これを避けるために節点番号の並べ替えを

行う機能を有する。 

 

 この機能は、メニューの[設定]→[節点番号の並び替え]を選択し、図

3-13-1 に示すダイアログを表示させることから始まる。最初に、節点

の並べ替えを行う場合は、「節点を並べ替える」にチェックマークを入

れ、節点の並べ替え順序を指定する。並べ替え方法として、4種の方法

が用意されており、それらは構造物の形態などで選択されるが、一般に

は最初の項目を選べば良い。次に４つの項目にチェックマークを付ける

3.13 節点番号の並

び替え

図 3-13-1「節点の並び替え」

ダイアログ 
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わけであるが、最初は、最後の部材を並べ替えるだけで良い

であろう。後の 3 つを実行すると、完全に節点や部材の情報

がシステムから消去され、節点や部材の復帰ができなくなる。 

 最後に、部材の並べ替えを行う場合は、「部材を並べ替え

る」にチェックマークを入れ、部材の並べ替え順序を指定す

る。並べ替え方法として、まず、「はり、柱、その他」か「柱、

はり、その他」を選択し、次に、4種の並べ替え方法を選択す

る。この方法については、節点と同じである。 

後は「OK」ボタンを押すことで処理が開始される。処理が成功すると

図 3-13-2 に示すメッセージが表示される。 

 
 
 SPACE には通り芯間隔の再設定機能が存在するが、既に部材を割り付

けている場合は、使用しないほうが良い。通り芯情報が変化した後、部

材の割り付けはその情報を元に行われるが、それ以前に設定した部材の

座標はそのままである。そのことを良く理解した上で使用されたい。 
 この機能は、ツールバーB の「通り芯の再設定」チップ＊29 をクリッ

クし、図 3-14-1 に示すダイアログを表示させる。このリスト形式のダ

イアログでスパン長や階高を再設定する。設定後は、「OK」ボタンを押

して終了である。 

 
 
 このダイアログの中で、「特殊形状」ボタンを押すと、図 3-10-10 に

3.14 通り芯の再

設定

*29  

図 3-14-1「通り芯の再設定」ダイアログ

図3-13-2  正常終了

メッセージ 
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示す「通り芯のずれ設定」ダイアログが表示され、ここでも、通り芯の

ずれを設定することができる。 

 
 
 本節では、グループ情報を利用した部材の集団削除方法について説明

する。この機能は、図 3-15-1 に示すメニュー[作成]→[グループ別部材

削除]で起動する。 

図 13-15-2 に示すダイアログが表示

される。まず、ダイアログ左の部材種

別を選択する。次に右の入力慮域でグ

ループ番号をセットし、「OK」ボタンを

押すことで、処理が実施される。 

注意すべきは、この処理を実施する

と、元に復帰できないことである。十

分に注意して使用されたい。 

 削除処理が成功すると、図 3-15-3 に

示す削除メッセージを表示する。この

メッセージは、この処理で削除した部

材数が表示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-15-1 グル

ープ別 部材削

除メニュー

3.15 グループ別

 部材削除

図 3-15-2 「グループ別 部材削除」ダイアログ 

図 3-15-3 削除メッセージ



3- 

 

 

45第 3 章 簡単な立体フレームを作ってみよう 

SPACE User’s Manual for Modeler 

本節ではソリッドモデル表示に関する操作法を解説する。SPACEでは、

解析モデルの透視図表示を多用して、構築した解析モデルを認識したり、

解析結果を理解したりする手助けとしてきた。SPACE Ver.1.10 以前で

は、この透視図表示はワイヤフレームであったが、部材が多くなるとそ

の認識度が極端に落ちることが理解されてきた。そこで、今回のバージ

ョン（Ver.1.10）から、透視図表示にソリッドモデルを加えることとし

た。ただしモーメント図や軸力図など技術的な図形は、ワイヤフレーム

モデルが優れており、そのためワイヤフレーム表示も残し、ソリッドモ

デルと併用する。 

 以後の節はソリッドモデル利用法の説明であるが、これらは動的プレ

ゼンターや静的プレゼンター、あるいは静的・動的ソルバーでも同様に

用いることができる。例えば、プレゼンターでソリッドモデルを使用す

ると、解析モデルの表示に加え、変形の様子や振動状態が表示され、現

実に近い状態で解析結果を観察することが可能となる。 

 
 
 透視図は 初にワイヤフレームで描画される。ソリッドモデルへ切り

替えるには、透視図表示のウインドウをアクティブにした後、図 3-16-1

に示すツールバーA内のツールチップ*30を押せばよい。 

  

3.16 ソリッドモ

デル

3.16.1 ソリッド

モデルとワイヤ

フレームモデル

*30  

3.16.2 ソリッドモ

デルの表示

図 3-16-1 ソリッドモデルへの切り替え 

このツールチップを押す 
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 図 3-16-2 には、透視図がソリッドモデルに変更された様子が示され

ている。再度、透視図表示をワイヤフレームモデルに戻すときは、同じ

く、当該ウインドウをアクティブにした後、ツールバー内のツールチッ

プ*30を押す。これで図形表示方法が反転してワイヤフレーム表示となる。 

 
 
 

 
ソリッドモデルの拡大・縮小などの画面操作は、基本的にはワイヤフ

レームモデルと同じである。 

左ボタン、あるいは、Shift キーか Ctrl キーを押しながらマウス左

ボタンを操作する場合は、図形の状態を変化させる機能となる。図形が

表示されているウインドウに対し、 

 
１． 左ボタンを押しながら、マウスを上下に移動させると、透視

図的に描かれている図形は、拡大・縮小する。 

２． Shift キーを押しながら、同時に左ボタンを押し、マウスを上

下・左右に移動させると、図形は、X軸および Y軸について回

転する。 

３． Ctrl キーを押しながら、同時に左ボタンを押し、マウスを上

下・左右に移動させると、図形は、Z軸について回転する。 

 

3.16.3 ソリッドモ

デルと拡大・縮小、

回転

 

図 3-16-2 ソリッドモデルの表示 

*30  
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さらに、Shift キーを押しながら同時に左ボタンをダブルクリック

した状態でマウスを上下・左右に移動させると、構造図は座標系で Z方

向と X 方向に移動する。同じく Ctrl キーを押しながら同時に左ボタン

をダブルクリックしたまま、上下・左右に移動させると、構造図は座標

系で Z方向と Y方向に移動する。 

図形を拡大・縮小する場合、急激に倍率を変化させると計算上、ゼロ

割り算をする可能性があり、例外規定によってシステムがダウンするこ

とがある。拡大・縮小する場合は注意して、ゆっくりと操作されたい。 
 

 
 ソリッドモデルでは、全部材表示が規定である。ただし部材数が多く

なると解析モデルの認識度が落ちることになる。そこでワイヤフレーム

モデルで行っているグループ別表示をソリッド表示でも可能とした。 
 この機能を利用するために、一旦、ワイヤフレームモデルに戻し、マ

ウス右ボタンをクリックしてプルダウンメニューを表示させる。そのメ

ニュー 上位の「透視図表示項目設定」を選択すると、図 3-16-3 のダ

イアログが表示される。このダイアログで構造物のグループ表示を選択

し、その下のエディットボックスの中に表示したい部材のグループ番号

を記入する。グループ番号の設定方法についてはマニュアル「操作編」

を参照されたい。グループ番号の記入が全て終わると、「OK」ボタンを

押し、設定を終了する。後は、再度ツールバー内のツールチップ*30を押

すことでソリッドモデルがグループ表示される。 

 

3.16.4 部材のグ

ループ表示

図 3-16-3 ワイヤフ

レームモデルの表示

ダイアログ
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 SPACE では、ソリッドモデルの描画環境を変更することができる。ま

ず、ソリッドモデルで透視図を表示しているウインドウをアクティブに

した後、マウス右ボタンをクリックしてプルダウンメニューを表示させ

る。そのメニューの 上位の「透視図表示項目設定」を選択すると、図

3-16-4 のダイアログが表示される。このダ

イアログで解析モデルの描画環境を設定す

ることになる。 

このダイアログには多数の設定項目があ

り、それらは全てソリッドモデルを描画する

際に影響を及ぼす。まず、ダイアログ上部の

3 つのボタンについて説明する。「OK」ボタ

ンと「キャンセル」ボタンの押下は、このダ

イアログを閉じさせる。「OK」ボタンの押下

は、ここで設定した全ての環境がダイアログ

を閉じた後も引き継がれることになり、逆に、

「キャンセル」の押下は、設定がキャンセル

され、このダイアログを表示させる前の状態

に戻ることになる。 

 「初期値」ボタンの押下は、描画環境をシ

ステムが有している規定値に戻すことを意

味し、この「初期値」ボタンを押した後、「OK」

ボタンを押すと描画環境が初期値にセット

される。なお、この「初期値」ボタンの横に

ある「接合部描画」チェックについては、後

節で説明する。 

 このダイアログの中で、上から 3項目の右

側にある「背景」を選択すると、下のデータ

設定項目が変更可能となり、ここで、ソリッ

ドモデル透視図の背景を RGBW（赤、緑、青、

白バランス）で設定することができる。また、

後で説明するように、ファイルに出力可能で

あるため、独自の背景色を持つこともできる。 

 
 
 
 

3.16.5 ソリッドモ

デル用ダイアログ

と描画用データ初

期値

図 3-16-4「ソリッドモデル表示設定」ダイアログ 



3- 

 

 

49第 3 章 簡単な立体フレームを作ってみよう 

SPACE User’s Manual for Modeler 

 解析モデルをソリッドモデルで描画する際、SPACE では部材両端の扱

いによって、描画タイプが分かれている。描画タイプの使い分けは、前

節に示したダイアログを用いて選択する。 

 SPACE で用いているソリッドモデルは、部材の配置や部材主軸方向な

どを確認し、しかも高速に描画することを目的としている。そのため、

部材が他の部材とどのように接合しているかなど、時間のかかる処理は

行われておらず、部材接合部付近の描画では実際の状態とは異なること

になる。そこで、SPACE では 3つの接合部の状態を提供し、状況に応じ

て使い分けることとした。この 3つの描画タイプは、ダイアログを用い

て利用者が適宜選択し利用することになる。 

 接合部の状態としては、部材両端の節点位置までの描画（図芯描画）

するタイプと、当該部材のはり高さの半分の長さを両端節点座標に加え

て描画（普通描画）するタイプ、あるいは両端節点座標から上記の値を

減じて描画（区別描画）するタイプとがある。これらは、 

 
１．普通描画：接合部が実際の状態に近く表示される 

２．区別描画：解析モデルの設定状態が理解できる 
３．図芯描画：解析結果を表示するとき利用できる 
 
であり、各々、次の図 3-16-5a からｃのように描画される。部材接合部

を観察して理解されたい。 

 

 

3.16.6 部材描画タ

イプ

 

図 3-16-5a 部材接合部の普通描画 
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 本節から部材の色彩設定法について説明する。ソリッドモデルで透視

図を描く場合、次の 3 つの要素で部材の色彩が設定される。 
 
 

図 3-16-5c 部材接合部の図芯描画 

図 3-16-5b 部材接合部の区別描画 

3.16.7 部材材質の

設定
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１．光源 
２．光源位置 
３．部材材質 

 

まず、部材の材質について説明しよう。図 3-16-6 に示すダイアログを

表示させた後、選択項目で「材質」を選択する。 

 材質を選択すると、次の部材選択項目の中から断面を選ぶこ

とになる。 
 
１． 鋼管 

２． 角型鋼管 

３． H 型鋼 

４． 矩形 

５． 丸柱 

６． T 型はり 

７． その他 
 

断面形状を選択するとこの断面を有する部材の表示色が設定

されることになる。表示色を設定するために次の３つの項目に

ついて、各々RGBW 値と光沢値を設定する。値は全て 0 から 1

の間である。 

 

１． 環境 
２． 鏡面 
３． 拡散 

 
上の 3 つの項目から、ひとつを選び、この項目の RBGW 値と光

沢値を、下のデータ設定項目の内のスライダーを用いて設定す

る。スライダーの値設定法は、そのバーをマウスの左ボタンで

クリックし、押したまま移動することで値がセットされる。そ

の値は横のエディットボックスに表示される。 

 5 つの項目は、 

 
１． R：赤色 
２． B：緑色 
３． G：青色 
４． W：白色バランス 
５． 光沢：材質の光沢値 

図 3-16-6 部材材質設定 
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であり、上記のようにスライダーで設定する。5つの項目の設定を全て

終了した後、「設定」ボタンを押してこのデータを一時保存場所に記憶

させる。これを行わずに、他の項目の設定に移ると先に設定したデータ

は無視されることになる。この「設定」ボタンを押すと、ダイアログの

も下にある RBGW 値と光沢値を表示する領域に、新規に設定された値

が表示される。 

 全ての設定が終了した後、「OK」ボタンを押すと一時記憶領域に設定

されていた描画環境が実際の描画環境記憶領域にコピーされ、設定され

たデータで描画されることになる。これで、部材の色が変更されること

になる。 

 
 
 次の設定は光源であり、その設定方法について説明する。

図 3-16-7 に示すダイアログを表示させた後、選択項目で「光

源」を選ぶ。 

 光源を選択すると光源色を設定するために、次の３つの項

目について、各々RGBW 値を設定する。 

 

１．環境 
２．鏡面 
３．放射 

 
上の 3つの項目からひとつを選び、この項目の RBGW 値を下の

データ設定項目内のスライダーを用いて値を設定する。この 4

つの項目についてスライダーを移動することで値を設定する。

その値は横のエディットボックスに表示される。 

 4 つの項目は、 

 
１．R：赤色 
２．B：緑色 
３．G：青色 
４．W：白色バランス 

 
であり、上記のようにスライダーで設定する。４つの項目の

設定を全て終了した後、「設定」ボタンを押してこのデータを

一時保存場所に記憶させる。これを行わずに他の項目の設定

3.16.8 光源の設定

 

図 3-16-7光源設定ダイアログ
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に移ると先に設定したデータは無視されることになる。この「設定」ボ

タンを押すと、ダイアログの も下にある RBGW 値を表示する領域に新

規に設定された値が表示されることになる。 

 全ての設定が終了した後、「OK」ボタンを押すと一時記憶領域に設定

されていた描画環境が実際の描画環境記憶領域にコピーされ、設定され

たデータで描画されることになる。これで光源の色が変更されることに

なる。 
 

 
 後に光源位置の設定方法について説明する。この設定方法も前節と

ほとんど同じであり、まず、図 3-16-8 に示すダイアログを表示させた

後、選択項目で「光源位置」を選択する。 

 光源位置を選択した後、光源位置を設定するために、次の

４つの項目について設定する。上の 3つは光源位置座標であ

り、 後の位置データの意味は、値が 0の場合、無限遠方に

光源があるとしており、１の場合、設定した光源座標位置に

光源があるとする。 

 

１．ｘ座標 
２．ｙ座標 
３．ｚ座標 
４．位置 

 
上記 4つの項目についてスライダーで値を設定する。４つの

項目の設定を全て終了した後、「設定」ボタンを押してこの

データを一時保存場所に記憶させる。前節と同様にこれを行

わずに他の項目の設定に移ると先に設定したデータは無視

されることになる。この「設定」ボタンを押すと、ダイアロ

グの も下にある RBGW 値を表示する領域に、新規に設定さ

れた値が表示されることになる。 

 全ての設定が終了した後、「OK」ボタンを押すと一時記憶

領域に設定されていた描画環境が実際の描画環境記憶領域

にコピーされ、設定されたデータで描画されることになる。

これで、光源位置が変更されることになる。 

 
 

3.16.9 光源位置の

設定

図 3-16-8 光源位置設定ダイアログ
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 前節までで、光源、光源位置、部材の材質の設定方法は理解できたと

思う。しかしながら、上記の方法では設定後「OK」ボタンを押さなけれ

ば変更した環境が確認できない。これでは、思い通りの色設定ができな

いことになろう。そこで本節では、光源、光源位置、材質あるいは背景

の RBGW の値をスライダーで設定する際、即時にそのデータが描画に反

映される方法を説明する。 

 図 3-16-8 に示すダイアログを表示させた後、「設定」ボタンの横にあ

る「直接描画」ボタンを押す。この操作で、スライダーの変更が直接、

ソリッドモデルの透視図に反映し、背景や部材の色などが変化する。こ

の状態で、次々と材質などのデータを変更し、思い通りの色彩を作り出

すことになる。逆に、この状態を解除するには「直接描画」ボタンを再

度押す。これで、直接描画処理が終了したことになる。 

 直接描画処理中では、スライダーの設定データは一時記憶に直接保存

され、さらにそのデータを用いてウインドウ内のソリッド透視図が再描

画されることになる。 

 設定を全て終了した後、「OK」ボタンを押すと、一時記憶内の描画情

報はウインドウ内の描画情報にコピーされ、今後の描画環境となる。一

方、「キャンセル」ボタンを押すと、これらの一時記憶は全て消去され、

ダイアログ内での設定処理は無視されることになる。 
 

 
 ダイアログで再設定した描画環境は、モデラーサブシステムを閉じる

と全て消去され、再度このモデラーを立ち上げたとき、設定前の状態に

戻ってしまう。そこで、これらの設定した描画環境をファイルに保存す

れば、必要なときに読み込むことで、先に設定した状態に戻ることが可

能となる。 

 まず、描画環境の保存方法を説明

する。当該ウインドウでマウスの右

ボタンをクリックし、プルダウンメ

ニューを表示させる。そのメニュー

の[OpenGL 描画用データ入出力]→

[OpenGL描画用データ出力]を選択す

ると、右のファイル出力ダイアログ

が表示される。 

 
 

3.16.10 設定時の

直接描画法

3.16.11 描画環境

の保存と読み

込み

図 3-16-9 描画環境情報のファイル出力ダイアログ
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次に、ファイル名を設定して情報をファイルに出力する。描画環境情

報ファイル名の拡張子は、「*****.rgb」であり、また規定ファイルは、

「openglcolor.rgb」である。この描画環境情報の規定ファイルがコン

トロールファイルと同じフォルダーに存在すると、自動的にこのファイ

ルが読み込まれ設定されることになる。次回より、ここで設定した状態

をそのまま利用したい場合は、コントロールファイルと同一フォルダー

内に、しかもこの規定ファイル「openglcolor.rgb」に出力する必要が

ある。 

次に、この描画環境情報をファイルから入力する方法を説明する。当

該ウインドウでマウスの右ボタンをクリックし、プルダウンメニューを

表示させる。メニューの[OpenGL 描画用データ入出力]→[OpenGL 描画用

データ入力]を選択すると、以下のファイル入力ダイアログが表示され

る。 

 

 
 
このダイアログで適切な描画環境ファイルを選択し、情報を入力する。

これで、以後の描画はこのファイルで設定された情報で行われることに

なる。 
 

 
 ソリッドモデルの描画を実現するためには、断面データが必要となる。

SPACE ソリッドモデル描画システムでは、特殊断面ファイルからこの断

面情報を取得する。したがって、この特殊断面ファイル内の断面データ

の中に、断面情報が設定されていなければならない。 

 また、SPACE ソリッドモデル描画システムでは、断面情報へのリンク

は構造ファイル内の要素データを用いている。その要素タイプコードが

3.16.12 描画断面

の選択ルール

 

図 3-16-10 描画環境情報のファイル入力ダイアログ 

ここで設定した規定フ

ァイルは、静的・動的ソ

ルバーとプレゼンター

でも自動読み込みとな

っており、このモデラー

と同じ環境でソリッド

モデルの表示が使用で

きることになる。 

特に、ソルバーやプレゼ

ンターでは、単にモデル

表示を行うだけでなく、

振動状態や振動モード、

さらに部材の塑性状態

や塑性ヒンジの状態を

表すことが可能となっ

ている。 
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11 以上では、特殊断面データへのリンク情報が設定されている。シス

テムでは、この第 1データ、つまり i端の断面情報を用いてその部材を

描くことになる。従って、アナロジーモデルでもソリッド表示を行いた

い場合は、断面データを設定する必要がある。 

 部材の任意型モデルでは、次に示す定義ファイル中の 後の応力出力

番号の 初、つまり i端位置の断面を使用する。したがって、特殊断面

ファイル内の該当断面に断面データが存在する必要がある。 
 

1. コメント行数 

2. 上記行数分、全体コメント 

3. モデル個数、 大モデル番号 

以下のデータをモデル個数分繰り返す 

4. 1 行のモデル用コメント 

5. モデル番号、部材モデル中の要素数(n_div) 

6. 要素モデル番号(1 –  n_div) x 軸原点より順に設定する。 

7. 要素の長さ（1 - n_div）(部材長さを 1．として、比率で設定する) 

8. 次のデータを（1 –  n_div+1）繰り返す 

9. 節点自由度(1 –  6 ) x 軸原点より順に設定する。 

10. 弾塑性応力出力・表示番号（1 –  n_out_stress） 

11. 応力出力数、応力出力番号(1-5) 

 
 後に、断面データにリンクできなかった部材では、描画環境情報の

中の「その他」で部材描画されることになる。規定ではこの「その他」

部材は太い線分で表示されることになる。 
 

 
 要素タイプコードが 10 以下の部材モデルでは、断面データが設定さ

れておらず、ソリッドモデル表示にすると、「その他」で描画されるこ

とになる。そこで、これらの部材モデルをソリッドで表示するために、

各部材モデルに断面形状を割り付け、表示させる。 

 まず、透視図表示のウインドウで、ワイヤフレーム表示をソリッドモ

デル表示に変更した後、マウス右クリックで、図 3-16-11 に示すダイア

ログを表示させる。次に、このダイアログの中央にある「接合部詳細」

ボタンを押し、図 3-16-12 に示すダイアログを表示させる。この表示さ

れたダイアログの中で各部材モデルに断面形状を割り付けることにな

る。 

 ダイアログの上部には接合部の表示項目があり、ここでは、「接合部

を表示しない」、「球」で表示するかを選択する。「球」を選択した場合、

この接合部「球」の半径を下のエディとボックスに記入する。操作が終

了すると、「データ設定」ボタンを押し、次に「OK」ボタンを押して設

3.16.13 描画断面が見

つからない場合

 

弾塑性応力出力・表

示番号 

項目数：１－n_div 

番号の意味 

1: i 端位置 

2: j 端位置 

3: 中央 

4: i 端接合部 

5: j 端接合部 

0: 表示せず 

注：弾性部材はこの

値は無視される。 
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定が完了する。もし、この「データ設定」ボタンを押す操作を忘れると

データが設定されないことになるので注意されたい。無論、「キャンセ

ル」ボタンを押せば、このダイアログで行った操作は無視されることに

なる。 

次に、部材モデルのソリッ

ドモデル設定部分を見てみ

よう。ここは、3つの領域に

分かれており、上左の項目は

部材モデルの選択であり、上

右の項目は断面形状の選択、

下の項目は、選択した断面に

関するデータを記入する箇

図 3-16-11 接合部詳細を表示

させるダイアログ 

図 3-16-12 接合部詳細

ダイアログ 
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所である。 
図 3-16-12 に示されているダイアログに従って使用方法を説明しよ

う。まず、部材モデルを選択する。ここでは、弾性部材が選択されてお

り、次にこの弾性部材に対する断面形状を選択する。ここでも、鋼管が

選択されており、下のデータ設定項目で鋼管の半径を cm 単位で記入す

る。操作が終了した後、「データ設定」ボタンを押すことで、システム

に登録されることになる。この 後の操作である「データ設定」ボタン

を押さないで、次の部材の設定に移ると、「データ設定」ボタンを押さ

なかった操作は無視されることになる。全て設定操作が終了すると、

「OK」ボタンを押して、操作が完了することになる。「キャンセル」ボ

タンを押すとこのダイアログで行った操作が無視されることになる。設

定した断面による部材の彩色方法は、3.16.7 節の部材材質の設定で示

した方法と全く同一である。そちらを参照されたい。 

「OK」ボタンか「キャンセル」ボタンを押して、ダイアログを閉じた

後は、図 3-16-11 に示すダイアログの操作に移ることになる。ここで、

このダイアログの「キャンセル」ボタンを押して、ダイアログを閉じる

と、先に図 3-16-12 に示すダイアログで設定したデータは無視され、

終的にシステム登録が行われないことに注意されたい。また、これらの

設定を次回でも利用したい場合は、第 3.16.11 節の描画環境の保存と読

み込みを参照されたい。各断面の描画情報と共に、この部材に関する情

報も同一ファイルに出力、入力が行われることになる。 
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